
和歌山信愛大学　令和5年度開講授業科目における自己点検・評価（前期科目）

【1年生授業科目】

年度 2023 2023

期 前期 前期

Q 1 授業者 大山輝光 大山輝光

Q 1 授業名 信愛教育Ⅰ 情報処理論

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 1

Q 2 2．演習 1 0

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 1 0

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 0

Q 4 2．やや思う 1 1

Q 4 3．あまり思わない 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 0 1

Q 5 2．やや思う 1 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 1

Q 6 2．やや思う 1 0

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 0 1

Q 7 2．やや思う 1 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

本科目の予習復習は机上のものばかりでな

く、日常生活の中で学んだことを応用した

り考えたりすることも含むことを踏まえ、

普段から意識的に自分で考え発見できるよ

う配慮した。

学生の受講状況をリアルタイムに把

握する授業支援システムを活用し、

学生一人一人の状況に応じた課題設

定を行った。

また、配布する授業資料の作成に際

しては、授業時は勿論、予習復習時

にも活用できるよう配慮した。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 1 0

Q 9 2．やや思う 0 1

Q 9 3．あまり思わない 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

学生の興味・関心をさらに喚起するよう授

業内容を改善したい。学生に分かりやすい

事例を取り上げたり、学生の生活に密着し

た例えをもって説明できるよう、現代の若

者の思考や興味・関心を知る努力を継続す

る。また、学生との日常的対話の機会を大

切にしたい。

学生の興味・関心をさらに喚起する

よう授業内容を改善したい。

シラバスの記載内容や配布資料を精

査・改善し、授業や予習復習で活用

する機会を増やしたい。



年度 2023 2023

期 前期 前期

Q 1 授業者 辻伸幸 飯田まなみ・森﨑陽子

Q 1 授業名 英語コミュニケーションⅠ スポーツと健康Ⅰ（講義）

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 1

Q 2 2．演習 1 0

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 0 0

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 1

Q 4 2．やや思う 1 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 0

Q 6 2．やや思う 1 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 0 1

Q 7 2．やや思う 1 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

英語でのコミュニケーション力を養成

するため、TOEICをターゲットにした

教科書を用いて、丁寧な解説を心掛け

た。その改善、工夫により学生による

授業評価アンケートでも授業内容理

解、授業に関係する分野への興味や関

心、受講の肯定感が高い割合を得た。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0

Q 9 2．やや思う 1 1

Q 9 3．あまり思わない 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

大学1年生の前期という状況も踏まえ

て、リスニングに重点を置いて指導を

充実させることが考えられる。

予習ができるようにシラバスのスケ

ジュールだけでなく、次回の内容を

授業で伝えるようにしていく。



年度 2023 2023

期 前期 前期

Q 1 授業者 森下順子 岸田正幸

Q 1 授業名 保育原理 教育課程総論

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 1 1

Q 2 2．演習 0 0

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 0 0

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 1 0

Q 4 2．やや思う 0 0

Q 4 3．あまり思わない 0 1

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 0

Q 6 2．やや思う 1 0

Q 6 3．あまり思わない 0 1

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

しばらく個人で調べ学習を行って

いたが、コロナ前のグループ学習

に戻し、議論を踏まえて発表する

という体制にした。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0

Q 9 2．やや思う 1 0

Q 9 3．あまり思わない 0 1

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

授業外の学びに対す課題をより明

確にする。



年度 2023 2023

期 前期 前期

Q 1 授業者 中村俊之・山下悦子 大橋　功

Q 1 授業名 保育内容総論 図画工作

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 0

Q 2 2．演習 1 1

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 0 1

Q 3 3．レポート 0 0

Q 3 4．その他　具体的に：

毎回提出する振り返りカードと演習で取り組んだ課

題をファイルしたポートフォリオを提出し、それを

評価対象の主たる資料としている。

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 1 0

Q 4 2．やや思う 0 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 1

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 0

Q 6 2．やや思う 1 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 0 1

Q 7 2．やや思う 1 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

発達の流れや日誌の書き方のプリン

トを作成し配布した。

初任で取り組みましたが、前任校で取り組んできた

授業を元に、学生の状況に応じて常に見直しながら

授業をしています。基本的に授業準備にも、授業後

の振り返りシートの内容等から理解が不十分な点は

次回に補うなど、反映できるところは反映していま

す。授業の見通しを持たせるための全回の予定と準

備物それに必要な事前の学習などを示したプリント

を配布し、毎回の授業終わりに確認しています。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0

Q 9 2．やや思う 0 0

Q 9 3．あまり思わない 1 1

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

稀に次回までにしておくことを支持することもあり

ますが、演習科目ですので、課題は概ね時間内に完

結させます。



年度 2023 2023

期 前期　 前期

Q 1 授業者 溝口希久生・八代健志 溝口希久生

Q 1 授業名 音楽 鍵盤演奏入門

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 0

Q 2 2．演習 1 1

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 0 0

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 1

Q 4 2．やや思う 0 0

Q 4 3．あまり思わない 1 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 0

Q 6 2．やや思う 0 1

Q 6 3．あまり思わない 1 0

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

地域の伝統芸能を教材として協働で

和楽器を用いて音楽をつくる活動を

行った。

最後の演奏の発表会に向けて、動機

づけや途中の指導のポイントを音楽

表現の理論に基づいて工夫した。

具体的には、導入で前年度の学生の

映像を見せる。途中の指導では、音

楽の内容的側面について気づかせ

て、表現を工夫するようにした。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0

Q 9 2．やや思う 1 0

Q 9 3．あまり思わない 0 1

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

通年であった授業が前期だけになっ

たため、通年の授業内容をできるだ

け盛り込んで実践するようにした。



【2年生授業科目】

年度 2023 2023

期 前期 前期

Q 1 授業者 大山輝光 宮定章

Q 1 授業名 情報処理演習Ⅱ 地域力再生論

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 1

Q 2 2．演習 1 0

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 0 1

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 0

Q 4 2．やや思う 1 1

Q 4 3．あまり思わない 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 0

Q 5 2．やや思う 0 1

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 1 0

Q 6 2．やや思う 0 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 0

Q 7 2．やや思う 0 1

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

学生の受講状況をリアルタイムに把

握する授業支援システムを活用し、

学生一人一人の状況に応じて課題設

定を行った。また、配布する授業資

料の作成に際しては、PCやタブレッ

ト、スマートフォン等の多様な環境

に対応できるよう工夫するととも

に、授業時は勿論、予習復習時にも

活用できるよう配慮した。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0

Q 9 2．やや思う 1 1

Q 9 3．あまり思わない 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

学生の興味・関心をさらに喚起する

よう授業内容を改善したい。シラバ

スの記載内容や配布資料を精査・改

善し、授業や予習復習で活用する機

会を増やしたい。

地域力再生に関係する概念を、地域社会との

連携が求められる今後の教員・保育士を目指

す学生へ伝える。



年度 2023 2023

期 前期 前期

Q 1 授業者 小林　康宏 秋吉博之

Q 1 授業名 国語(書写を含む) 理科

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 1 1

Q 2 2．演習 1 0

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 0 0

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 1 1

Q 4 2．やや思う 0 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 1 1

Q 6 2．やや思う 0 0

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

授業の後半で、３年で履修の教育法理科

への継続性を踏まえた授業を行った。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 1

Q 9 2．やや思う 1 0

Q 9 3．あまり思わない 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

概ね良好な評価であったと判断した。今

後も学生の意見を踏まえなから授業を進

めていきたい。



年度 2023 2023

期 前期 前期

Q 1 授業者 飯田まなみ・大平誠也 小林　康宏

Q 1 授業名 体育 子どもの言葉

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 1

Q 2 2．演習 1 1

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 1

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 1 1

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 1

Q 4 2．やや思う 1 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 1

Q 6 2．やや思う 1 0

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

復習を兼ねて毎回の振り返りレポー

トを取り入れた。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0

Q 9 2．やや思う 1 1

Q 9 3．あまり思わない 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

天候による変更があることや外部施

設の利用から授業スケジュールが変

更になることをシラバスを基に丁寧

に質問をする。



年度 2023

期 前期

Q 1 授業者 大橋･八代

Q 1 授業名 子どもの表現Ⅱ

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0

Q 2 2．演習 1

Q 2 3．実験 0

Q 2 4．実習・実技 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1

Q 3 3．レポート 0

Q 3 4．その他　具体的に：

毎回提出する振り返りカードと演習

で取り組んだ課題をファイルした

ポートフォリオを提出し、それを評

価対象の主たる資料としている。

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0

Q 4 2．やや思う 0

Q 4 3．あまり思わない 0

Q 4 4．そう思わない 0

Q 4 5．該当しない 1

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1

Q 5 2．やや思う 0

Q 5 3．あまり思わない 0

Q 5 4．そう思わない 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0

Q 6 2．やや思う 1

Q 6 3．あまり思わない 0

Q 6 4．そう思わない 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1

Q 7 2．やや思う 0

Q 7 3．あまり思わない 0

Q 7 4．そう思わない 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

基本的に授業準備にも、授業後の振

り返りシートの内容等から理解が不

十分な点は次回に補うなど、反映で

きるところは反映しています。授業

の見通しを持たせるための全回の予

定と準備物それに必要な事前の学習

などを示したプリントを配布し、毎

回の授業終わりに確認しています。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0

Q 9 2．やや思う 0

Q 9 3．あまり思わない 1

Q 9 4．そう思わない 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

アンケートの内容からの見直しは特

に無いかと思います。今回出席につ

いては重病のための配慮学生がいた

ためと思います。



年度 2023

期 前期

Q 1 授業者 村上凡子

Q 1 授業名 幼児理解の理論と方法

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 1

Q 2 2．演習 0

Q 2 3．実験 0

Q 2 4．実習・実技 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1

Q 3 3．レポート 0

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0

Q 4 2．やや思う 1

Q 4 3．あまり思わない 0

Q 4 4．そう思わない 0

Q 4 5．該当しない 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1

Q 5 2．やや思う 0

Q 5 3．あまり思わない 0

Q 5 4．そう思わない 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0

Q 6 2．やや思う 1

Q 6 3．あまり思わない 0

Q 6 4．そう思わない 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1

Q 7 2．やや思う 0

Q 7 3．あまり思わない 0

Q 7 4．そう思わない 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

2022年度の授業評価において、大きな改善点についてコメントがなく、2023年度

も学生が学修成果に対して肯定的に評価しているため、同様の授業方法を採用し

た。予習ノートを事前に配信し、授業当日に内容を充実させた。授業の終わりの

時間帯に復習課題をグループ協働学習で取り組む方式を採用した。復習の内容は、

教員からの1問、当番の学生から1問、残りは新しく学修したことなどの記述問題

である。固定した4人程度のグループで毎回当番制でリーダーを務め、その回の

リーダーが復習問題を作成しする。前14回の授業で、数回交代で当番が回ってくる

ため、学生からは、情報発信やコミュニケーションといった社会的能力の獲得に

も効果があると意見を聞いた。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0

Q 9 2．やや思う 0

Q 9 3．あまり思わない 1

Q 9 4．そう思わない 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例



【3年生授業科目】

年度 2023 2023

期 前期 前期

Q 1 授業者 岸田正幸 八代健志

Q 1 授業名 教師への道Ⅰ 音楽表現研究

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 1

Q 2 2．演習 1 0

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 0 1

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 0

Q 4 2．やや思う 0 1

Q 4 3．あまり思わない 1 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 0

Q 6 2．やや思う 1 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 0

Q 7 2．やや思う 0 1

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0

Q 9 2．やや思う 0 0

Q 9 3．あまり思わない 1 0

Q 9 4．そう思わない 0 1

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例



年度 2023 2023

期 前期 前期

Q 1 授業者 大橋　功 原　康行

Q 1 授業名 造形表現研究 特別支援教育・保育Ⅰ

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 1

Q 2 2．演習 1 0

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 0 1

Q 3 4．その他　具体的に：

毎回提出する振り返りカードと演習で取り組んだ

課題をファイルしたポートフォリオを提出し、そ

れを評価対象の主たる資料としている。

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 1

Q 4 2．やや思う 0 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 1 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 1

Q 6 2．やや思う 1 0

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

初任で取り組みましたが、前任校で取り組んでき

た授業を元に、学生の状況に応じて常に見直し

ながら授業をしています。基本的に授業準備に

も、授業後の振り返りシートの内容等から理解

が不十分な点は次回に補うなど、反映できると

ころは反映しています。授業の見通しを持たせる

ための全回の予定と準備物それに必要な事前の

学習などを示したプリントを配布し、毎回の授業

終わりに確認しています。

講義内容に関連する視覚教材の提供、

ワークシート、グループワーク、授業

内容に関する学生間でのフィードバッ

クを実施した。

学生の理解度に合わせ、教材の工夫、

講義順の変更（順番、内容変更は、事

前に資料配布し、口頭で説明した）、

補講指導を実施した。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 1

Q 9 2．やや思う 0 0

Q 9 3．あまり思わない 1 0

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

アンケートの内容からの見直しは特に無いかと

思います。

学生へのことばかけや、ふるまいに留

意し、内容の主旨が伝わるように工夫

を行う。



年度 2023 2023

期 前期 前期

Q 1 授業者 森下順子 村上凡子

Q 1 授業名 子育て支援演習 教育相談支援

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 1

Q 2 2．演習 1 0

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 0 0

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 1

Q 4 2．やや思う 1 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 0

Q 6 2．やや思う 1 1

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 0 1

Q 7 2．やや思う 1 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

学生同士のコミュニケーションの向上と、教員になった際に子ども

たちのコミュニケーション能力の向上を図るという２つのねらいの

もと当番制で集団体験活動の運営を取り入れた。授業評価ではない

が、2022年度の学生を対象とした質問紙調査から、グループの人数

が6人程度を超えると、発言者が偏るというコメントがあった。これ

を受けて、グループの構成人数について望ましい規模を事前に伝え

るという改善を行った。2023年度もコースごとに工夫を凝らした活

動が展開された。期末試験で振り返りの記述を求めたところ、肯定

的な内容がみられた。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0

Q 9 2．やや思う 1 0

Q 9 3．あまり思わない 0 1

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

演習方法の工夫をする。授業外の学び

に対す課題をより明確にする。



年度 2023 2023

期 前期 前期

Q 1 授業者 岸田正幸・犬塚文雄 中村俊之・山下悦子

Q 1 授業名 生徒指導・進路指導の理論と方法 保育内容の指導法Ⅱ

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 1 0

Q 2 2．演習 0 1

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 0 1

Q 3 3．レポート 0 0

Q 3 4．その他　具体的に：

犬塚文雄６５％、岸田正幸３５％で評価 提出物・発表

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 1

Q 4 2．やや思う 0 0

Q 4 3．あまり思わない 1 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 1

Q 6 2．やや思う 0 0

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 1 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 0

Q 9 2．やや思う 1 1

Q 9 3．あまり思わない 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

実践的な活動を通して様々な経験を得た学

生がいる反面、グループ活動に消極的な学

生の関わりに不満を持つ学生もいるので模

擬保育ごとの役割分担に変更する。



年度 2023 2023

期 前期 前期

Q 1 授業者 山本紀代 秋吉博之

Q 1 授業名 初等教科教育法（算数） 初等教科教育法（理科）

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 1 1

Q 2 2．演習 1 0

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 0

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 0 0

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 1 1

Q 4 2．やや思う 0 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 1

Q 5 2．やや思う 0 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 1

Q 6 2．やや思う 0 0

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 1 0

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 1

Q 7 2．やや思う 0 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

シラバスの内容は、基本変えないということなの

で、評価や学生への対応以外はそのままにしてい

る。毎時間のレポートには、講義内容に対する

「感想」や「理解が不十分なところ」を書かせ

た。また、講義の最中に複数回「課題」として、

現時点での内容理解の程度を確認し、実態を把握

しながら進めた。

模擬授業の取り組みについて、班の中

でそれぞれが協力して活動できるよう

に細かく行った。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 1 1

Q 9 2．やや思う 0 0

Q 9 3．あまり思わない 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

個人差への対応は、常に意識しなければならな

い。学生個々のみとりについて方法を考えていき

たい。

模擬授業を行う際に、実施単元の決定

に工夫を行うこととした。



年度 2023 2023

期 前期 前期

Q 1 授業者 辻伸幸 山本紀代

Q 1 授業名 初等教科教育法（英語） 総合的な学習の時間指導論

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 1 1

Q 2 2．演習 0 1

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 0

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 1 1

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 1

Q 3 3．レポート 0 0

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 1

Q 4 2．やや思う 1 0

Q 4 3．あまり思わない 0 0

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 0

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 0 1

Q 5 2．やや思う 1 0

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 0

Q 6 2．やや思う 1 0

Q 6 3．あまり思わない 0 0

Q 6 4．そう思わない 0 1

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 0 1

Q 7 2．やや思う 1 0

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

模擬授業で、受講者全員が授業を体験で

きるように1単位時間の授業を導入、展

開、振り返りとリレー形式で教師役がで

きるように工夫した。小学校外国語授業

では、デジタル使用教材の使用が欠かせ

ない。主体的に模擬授業のリハーサルを

することができるようにするため使用教

室にインストールして使用できるようにし

た。

探求課題の設定・資料の収集等、探

究学習の過程で学生が主体的に活動

できる時間を増やすため、個人やグ

ループで「課題」としての妥当性を

検討する時間を設定した。

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 1

Q 9 2．やや思う 1 0

Q 9 3．あまり思わない 0 0

Q 9 4．そう思わない 0 0

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

小学校教育実習で実地授業の実施の可能

性がある単元を重点的に扱うことが有効

であると考える。また、2024年度は教科

書改訂で和歌山市の外国語の教科書が変

わるので、購入の要望を行ないたい。

評価の指導が難しいので、各探求過

程ごとに評価の視点を解説する時間

を加えた。



【4年生授業科目】

年度 2023

期 前期

Q 1 授業者 岸田正幸

Q 1 授業名 教師への道Ⅲ

Q 2 授業の形態

Q 2 1．講義 0 17

Q 2 2．演習 1 18

Q 2 3．実験 0 0

Q 2 4．実習・実技 0 1

Q 3 成績評価の方法

Q 3 1．期末試験 0 18

Q 3 2．平常点（小テスト・小レポート等） 1 29

Q 3 3．レポート 0 6

Q 3 4．その他　具体的に：

Q 4 前回の授業アンケート結果を受けての改善

Q 4 1．そう思う 0 13

Q 4 2．やや思う 0 10

Q 4 3．あまり思わない 1 5

Q 4 4．そう思わない 0 0

Q 4 5．該当しない 0 3

Q 5 意欲的に参加できるような工夫

Q 5 1．そう思う 1 28

Q 5 2．やや思う 0 3

Q 5 3．あまり思わない 0 0

Q 5 4．そう思わない 0 0

Q 6 シラバス等の工夫

Q 6 1．そう思う 0 8

Q 6 2．やや思う 1 18

Q 6 3．あまり思わない 0 2

Q 6 4．そう思わない 0 3

Q 7 授業内容の理解を深めるような工夫

Q 7 1．そう思う 1 24

Q 7 2．やや思う 0 7

Q 7 3．あまり思わない 0 0

Q 7 4．そう思わない 0 0

Q 8 改善や工夫の具体的事例

Q 8 具体的事例

Q 9 授業アンケート結果を受けての改善

Q 9 1．そう思う 0 6

Q 9 2．やや思う 0 14

Q 9 3．あまり思わない 1 10

Q 9 4．そう思わない 0 1

Q 10 改善点があれば　具体的

Q 10 具体的事例

集計


